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研究研究研究研究テーマテーマテーマテーマ： 

地すべり地における地震波形記録解析、地すべりのモニタリング 

 

研究研究研究研究テーマテーマテーマテーマのののの学問分野学問分野学問分野学問分野やややや学学学学会会会会におにおにおにおけけけけるるるる位置位置位置位置： 

 地すべり・斜面崩壊現象について固体地球物理学（とりわけ地震学）の観点から研究を

進めている。日本地すべり学会、日本地震学会、American Geophysical Union (AGU) で学会

発表をおこなっている。近年、東北地方太平洋沖地震などの大地震の地震動によって生じ

る地すべりによる災害が頻発し、その発生メカニズムの解明や減災に向けた取り組みが急

務となっている。 

 

研究内容研究内容研究内容研究内容： 

１．斜面での地震動による地すべり発生メカニズムの解明と減災、地下構造イメージング 

斜面における地震動の特性について、実際に斜面に設置した地震計による波形記録

を解析することにより把握する。また、地震波形記録から反射波や変換波などを用い

て斜面やより深部（地殻内）の内部構造を明らかにし、地震動予測の基礎情報とする。 

２．地すべり発生モニタリング、主破壊前の前駆的な微小破壊の解析 

 室内実験によると、岩石が破壊する直前には内部で微小な破壊が多数発生する。こ

れを斜面に応用し、斜面内部で発生する微小な破壊からの弾性波を斜面上に設置した

センサーで記録するシステムを開発し、地すべり発生直前の斜面の様子をとらえるこ

とを目指している。以前には、大地震発生前に本震震源近傍で発生した前震の特徴的

な活動について明らかにした。 

３．地震波形記録から読み解く地すべり・土砂流動のメカニズム 

   2013 年伊豆大島で発生した大規模な斜面崩壊において、崩壊土砂の流動が震動とし

て周囲に設置されていた地震計で記録された。この記録を解析することで詳細な崩壊

の発生様式や土砂流動の様子を明らかにしている。 
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